
 
 
 
 
 
 
1 調査結果 

(1) 分布状況（同一経年比較） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
R１の調査結果の問題数 26 問で，正答数の最頻値は８問，平均正答数は 11問です。H28，H30 の 

分布と比較すると，正規分布より左側に寄っています。また，H28 年度の分布から上位層の人数が 
減少している傾向があります。     （正答数の最頻値：該当する生徒数の最も多い正答数） 

 
 

 
(2) 領域等の正答率  

領  域  等 
正答率 

（ ）は H30 新入生，〈 〉は H28 県学調 
観  点  等 

正答率 
（ ）は H30 新入生，〈 〉は H28 県学調 

数と式       （10 問） 45％ (82％) 〈70％〉 数学的な考え方 （ 9 問） 28％ (52％) 〈69％〉 

図形      （ 6 問） 32％ (68％) 〈69％〉 技能         （ 7 問） 51％ (74％) 〈72％〉 

関数      （ 6 問） 49％ (59％) 〈68％〉 知識・理解   （ 9 問） 49％ (71％) 〈66％〉 

資料の活用   （ 4 問） 46％ (61％) 〈68％〉 活用            （ 8 問） 24％ (47％) 〈61％〉 

 
 
(3) 結果概要 
  今年度の中学校の問題は、昨年度から問題数を６問減らし、問題文の会話の中から問題解決を
図り、知識を活用する問題を多く取り入れました。昨年度と比較すると、領域では「資料の活用」
において、改善が見られます。正答率の同一集団比較では、領域、観点ごと，すべての観点にお
いて、正答率が減少しています。 

 
 

(4) 経年比較問題等の状況（○改善， ◇改善傾向， ●課題が継続，▲は前回調査との比較ﾏｲﾅｽを表す）  
通番号 正答率 比較問題 比較 調査のねらい 

〇 2 49% H30 No.4 6 求め方を表した式が、求めた結果も表していることを理解している。 

● 4 48% H30 No.2 ▲3 単項式の乗除の計算ができる。(12ab2÷(-3b )×4a) 

◇ 5 37% H30 No.6 1 
具体的な場面での関係を表す式を、等式の性質を用いて、目的に応じて変形

できる。 

● 8 20% H30 No.11 ▲16 関数の意味を理解している。 

●12 16% H30 N0.21 ▲3 
三角形を別の三角形に重ね合わせるために、どの方向に何度回転移動させれ

ばよいかわかる。 

〇17 74% H30 No.29 15 平均値の意味がわかり、正しい説明を選ぶことができる。 

〇20 44% H29 No.11 20 
文字を使った説明の式を、目的に応じて正しく変形し、説明を完成すること

ができる。 
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(5)　小問別正答率

     選   択   №   　(％)　
1 2 3 4 5 6 0

選択 選択 選択 選択 誤答 正答 無解答

１ 1
負の数同士の減法の計算結果について理解して
いる。

１年Ａ（１）ア
中１ １章
No.22

知 66 9 21 4 66 0 0 0

２ 2
求め方を表した式が，求めた結果も表しているこ
とを理解 している。

１年Ａ（２）ア
中１ ２章
No.1

知 経年 49 29 12 49 9 1 0 1

(1) 3
簡単な一元一次方程式を解くことができる。
（2x－15＝5x）

１年Ａ（３）ウ
中１ ３章
No.5

技 76 0 0 0 0 18 76 6

(2) 4
単項式の乗除の計算ができる。

 (12ab2÷(－3b)×4a)
２年Ａ（１）ア

中２ １章
No.7

技 経年 48 0 0 0 0 43 48 9

(3) 5
具体的な場面での関係を表す式を，等式の性質
を用いて，目的に応じて変形できる。

２年Ａ（１）ウ
中２ １章
No.10

技 経年 36 36 3 4 1 28 2 25

(1) 6
具体的な場面で，連立方程式をつくることができ
る。

２年Ａ（２）ウ
中２ ２章
No.10

技 64 0 0 0 0 24 64 12

(2) 7
目的に適した比例する関係の数量を見いだすこ
とができる。

１年Ｃ（１）イ，オ
中１ ４章
No.4

考 83 4 5 6 83 24 0 1

(1) 8 関数の意味を理解している。 １年Ｃ（１）ア
中１ ４章
No.1

知 経年 20 0 0 0 0 69 20 11

(2) 9
yがxに比例する関係について，表から比例の式を
求めることができる。

１年Ｃ（１）エ
中１ ４章
No.2

技 61 0 0 0 0 32 61 7

(3) 10
反比例の関係を表すグラフの特徴を理解してい
る。

１年Ｃ（１）エ
中１ ４章
No.11

知 59 11 59 10 18 1 0 2

(4) 11 一次関数のグラフから式を求めることができる。 ２年Ｃ（１）イ
中２ ３章
No.7

技 26 0 0 0 0 61 26 13

(1) 12

三角形を別の三角形に重ね合わせるために，どの
点を中心として何度回転移動させればよいかわ
かる。

１年Ｂ（１）イ
中１ ５章
No.3

考
経年
活用

16 0 0 0 0 68 16 16

(2) 13
垂線を作図して，三角形の高さを表す線分を作図
することができる。

１年Ｂ（１）ア
中１ ５章
No.8

技 48 0 0 0 0 33 48 19

(3) 14
空間における直線と平面の垂直について理解し
ている。

１年Ｂ（２）ア
中１ ６章
No.3

知 26 6 42 26 25 1 0 1

(4) 15
底面と高さから，直方体，四角錐，三角柱の体積
の大小関係がわかる。

１年Ｂ（２）ウ
中１ ６章
No.10，
11

考 61 14 16 61 7 1 0 2

(1) 16
度数の合計と相対度数から，その階級の度数を求
めることができる。

１年Ｄ（１）ア
中１ ７章
No.3

知 25 0 0 0 0 60 25 16

(2) 17
平均値の意味がわかり，正しい説明を選ぶことが
できる。

１年Ｄ（１）ア
中１ ７章
No.4

知 経年 74 2 74 8 14 0 0 2

(1) 18
与えられたヒストグラムから，指定された読書時
間未満の人数を読み取ることができる。

１年Ｄ（１）ア
中１ ７章
No.1

知 77 0 0 0 0 19 77 4

(2) 19

与えられた資料の特徴を代表値を用いて比較す
るときに，中央値を含む階級で比較することがで
きる。

１年Ｄ（１）イ
中１ ７章
No.6

考 活用 9 0 0 0 0 58 9 33

(1) 20
文字を使った説明の式を，目的に応じて正しく変
形し，説明を完成することができる。

２年Ａ（１）イ，ウ
中２ １章
No.9

考
経年
活用 44 0 0 0 0 43 44 13

(2) 21
連続する4つの整数の和が2の倍数になることを
判断することができる。

２年Ａ（１）イ，ウ
中２ １章
No.9

考 活用 36 0 0 0 0 52 36 12

(1) 22

与えられた表から，2つの数量の関係を一次関数
と捉え，その変化の割合を読み取ることができ
る。

２年Ｃ（１）
中２ １章
No.11

知 45 10 13 28 45 0 0 4

(2) 23
示された二元一次方程式から，yの値が整数にな
るためのxの値の条件を見いだすことができる。

２年Ａ（１）ウ
２年Ａ（２）

中２ ３章
No.2

考 活用 5 5 15 1 0 27 1 51

(3) 24
係数が1未満の単項式が，文字で表された数量よ
り小さくなることを判断することができる。

１年Ａ（２）エ
中１ ２章
No.8

考 経年 22 17 38 22 16 1 0 6

(1) 25
弧の長さが20πcmになるおうぎ形の半径と中
心角の組み合わせを指摘することができる。

１年Ｂ（２）ウ
中１ ６章
No.7

考 活用 27 0 0 0 0 46 27 27

(2) 26

コンパスで120°を作図することができた理由
を，正三角形であることを指摘することで説明す
ることができる。

１年Ｂ（１）ア
中１ ５章
No.14

考 活用 13 0 0 0 0 32 13 54

43 0 0 0 0 0 0 0

※整数値で表示のため、合計が100にならない場合があります。
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Ｔ：①の計算には、誤りがあります。どこでしょう？ 

Ｓ：「ｘ
かける

」を先に計算しています。 

Ｓ：加法と乗法が混じったときは，乗法が先だけれども…， 

  乗法と除法が混じったときは…，えっ？ダメなの?! 

Ｔ：文字の計算で困ったら，どのように考えたらよいのかな？ 

Ｓ：そうか！具体的な数の計算と比べてみると…。 

Ｓ：②のように，「１２÷３×４」で考えると，乗法と除法と 

どちらを先に計算するかで答えが変わってしまうね。 

S：だから，乗法だけの式にしてから計算するのか。 

２ 指導のポイント 

(1) 授業の中で間違い例を積極的に取り上げるような，つまずきに対応した授業をしましょう。 

ア 問題の概要 

 

 

イ 誤答分析 

抽出解答用紙では，「－b」や「b」の反応率が 11％でした。乗法と除法の混じった計算で、乗法

の「(－３b)×４a」を先に計算した生徒がいると考えられます。 

ウ 指導上の留意点 

計算のきまりにしたがって確実に計算できるようにすることが大切です。つまずきに対応する手

立てとして，授業の中で誤りのある例を積極的に取り上げることも有効です。学習指導に当たって

は，文字を含まない具体的な数の計算と関連付けて，計算のきまりや計算の仕方について再確認す

る活動を取り入れることが考えられます。 

 

 

 

             
 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ×，÷を使った式に表し，式の変形の見通しをもたせましょう。 

ア 問題の概要 

                       

 

 

 

 

 

 

イ 誤答分析 

解答類型では，「  」が３％，「２πℓ」が４％でした。また，抽出解答用紙から「ℓ×２π」など

演算記号が残っている場合が多くありました。「２πr＝２×π×r」であることを捉えられない生徒

や，正しい変形の仕方について理解していない生徒がいると考えられます。 

ウ 指導上の留意点 

 本設問を使って授業を行う際には，「×」，「÷」を使った式に表し，どのような計算かを確認す

ることで，式変形の見通しをもつことができるようにすることが考えられます。 

【正答率：48％】 

①【誤りのある例】 

 １２ab2÷(－３b)×４a 

＝１２ab2÷(－１２ab) 
 

＝－ 

＝－b 

②【数の計算で確認】 

ア）１２÷３×４＝１２÷１２＝１ 

イ）１２÷３×４＝４×４＝１６  

文字式の計算では，「計算の仕方を，具体的な数の計算など既習の計算と関連付

けて考える」ことができるようにすることが大切です。学習指導に当たっては，正

しい計算過程を確認するだけでなく，具体的な数の計算を取り上げて比較する活動

を，生徒の学習状況に応じて取り入れることが考えられます。 

【正答率：37％】 

等式の変形につまずいて

いる生徒には，×や÷を使

った式に表してから変形さ

せるような丁寧な指導をし

ましょう。 

 １２ab2 
１２ab 

 ２π 
ℓ 

授業改善の手引（小５算数）参照 



(3) 目的に応じて式を変形することの意味や，変形して得られた式を具体的な場面で利用することのよ

さを考えさせましょう。 

ア 問題の概要 

                       

 

 

 

 

 

 

 

イ 誤答分析 

x の係数が分数であることを，事象に即して解釈できない生徒がいると考えられます。また，抽

出解答用紙から「y が整数になる」と記述した生徒が 14％でした。「y が自然数になる」ことまで

は着目できていない生徒や，「整数」と「自然数」を混同している生徒がいると考えられます。 

ウ 指導上の留意点 

 本設問を使って授業を行う際には，y について解くことだけでなく，具体的な場面で目的に応じ

て式を変形することの意味や，変形して得られた式を事象に即して解釈することの必要性を感得

できるようにすることが大切です。 

 

(4)目的に応じて，伴って変わる二つの数量を見いだすことができるようにしましょう。  

ア 問題の概要 

 

 

 

 

 

 

 

イ 誤答分析 

小学校でも同内容の問題を出題しており，中学校では，伴って変わる二つの数量の関係の理解が

さらに定着していることがわかります。いっぽう，誤答を選択した 15%の生徒は，事象の中から「時

間」とともに伴って変わる数量を見いだせていないことが考えられます。 

ウ 指導上の留意点 

日常生活や社会の事象について考察する際には，算数・数学の問題発見・解決の過程のサイクル

でいう「Ａ１（数学化）」や「Ｄ１（活用・意味づけ）」の過程を重視することが大切です。 

教科書でも本問題のように，行列に並ぶ場面が取り上げられています。「５分で８人買い終わり

ました。あと何分かかるでしょうか。」と数学的な問題を提示する前に，「時間に伴って変わる数量

は何か」「何が分かれば待ち時間を予想できるか」など，問題場面を数学的に捉えるＡ１の過程を

意識して発問しましょう。 

なお，計算で得られる待ち時間は目安であり，ぴったりではなくとも，予想することができると

いうことのよさを実感させたいものです。また，人数を数えきれない長い行列の場合は，時間と行

列の長さの関係で考える方が予想しやすい場合もあります。このように，Ｄ１の過程も意識しなが

ら，本時の問題解決の過程を振り返り、学習内容をさらに広げていくような場面を設定しましょう。 

 

【小学校正答率：67％ 中学校正答率：83％】 

【正答率：22％】 

日常的な事象を考察

する場面で，x に具体的

な数を代入し，y がどの

ようなことを表すか，振

り返って考える場面を

取り入れましょう。 

4% 

5% 

6% 



(5) 立体を多面的にみて，体積を比較する活動を取り入れましょう。 

 ア 問題の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 イ 誤答分析 

誤って②を選択した反応率が 16％でした。エを三角柱とみることができず，ウとエは底面積と高

さが等しく，体積も等しいと捉えた生徒がいると考えられます。また，誤って①を選択した反応率

が 14％でした。ウの正四角錐の体積をアの直方体の  と考え，イとウの体積が等しいと捉えた生

徒がいると考えられます。 

 ウ 指導上の留意点 

空間図形の学習では，図形の構成要素に着目して，様々な柱体や錐体の体積について多面的に考

察する活動を通して，柱体や錐体の体積の求め方を理解できるようにすることが大切です。学習指

導に当たっては，体積を計算によって求めるだけでなく，次のような対話を通して，立体の構成要

素に着目して体積を比較する活動を取り入れることが考えられます。 

Ｔ：ア～エの４つの立体を，体積の大きい順に並べましょう。（寸法は示さずに，底面が合同

であることと，高さの関係を伝える） 

Ｓ：長さが分からないと，体積が分かりません。 

Ｔ：体積を計算で求めなくても，大きさは比べられませんか？ 

Ｓ：イは，アの直方体の高さが半分になったものだから，体積はアの だね。 

Ｓ：イを２つ重ねると，アになるということだね。 

Ｓ：エも，２つ組み合わせると，アになるね。 

Ｓ：本当だ。エは，アを斜めに半分に切った立体だね。 

Ｓ：ということは，イとエの体積はどちらもアの体積の だから，等しいとい

えるね。 

Ｓ：ウはどうかな。ウとエは，底面積も高さも同じだから，体積も同じかな？ 

Ｓ：エを図１のように切ると，ウと同じ体積になりそうじゃない？ 

Ｓ：よくわからないな…。 

Ｔ：アを図２のように切りました。エと比べてみましょう。どんな立体かな？ 

Ｓ：どちらも三角柱とみれば，底面積と高さが等しいから，体積も等しいね。 

Ｓ：図２の三角柱を図３のように切ると，ウの正四角錐になるよ。 

Ｓ：ということは，ウの体積はエよりも小さいね。 

Ｔ：まとめると，どうなりますか。 

Ｓ：アの体積がいちばん大きい。イとエの体積は等しい。イとエの体積はウの

体積より大きい。 

Ｔ：その通りです。さて，実際に体積を計算して求めることができる立体はどれですか。 

Ｓ：四角柱や三角柱の体積は求めることができるので，ア，イ，エです。 

Ｔ：ウの体積は，アの体積の よりも小さいことが分かりましたね。では，これからウの体積

の求め方について学習していきましょう。 

1 

2 

1 

2 

【正答率：61％】 

1 

2 

図２ 

図３ 

図１ 

1
2

ICT等の活用が効果的です。 



(6) 条件を満たす一次関数の式を求める方法について，統合的に考察する活動を取り入れましょう。 

 ア 問題の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 イ 誤答分析 

無解答率が 13％と高く，抽出解答用紙からは，「y＝－２x＋５」のように，傾き「－２」を正しく

求めながらも，切片に誤りがある反応率が 15％でした。また，傾きの符号を誤って「２」とした反

応率が８％，傾きを「５」とした反応率が 16％でした。x 切片と y 切片を混同しており，学習した

ことを組み合わせて考えることができていない生徒がいると推察されます。 

 ウ 指導上の留意点 

教科書では，小単元「一次関数を求めること」で，グラフから傾きと切片を読み取って一次関数

の式を求める学習をし，さらに，「傾きと１点の座標」や「変化の割合と１組の x，y の値」，「２点

の座標」，「２組の x，y の値」など，与えられた条件を満たす一次関数の式を求めることを学習し

ます。これらの「方法」を別々に捉えるのではなく，表・式・グラフを相互に関連付けながら，条

件に合わせて適切に用いることができるようにすることが大切です。学習指導に当たっては，多様

な求め方ができる本問題を取り上げ，統合的に考察する活動を取り入れることが考えられます。 

 

Ｔ：このグラフについて，yを xの式で表しましょう。 

Ｓ：あれ，切片がわからないぞ？ 

Ｔ：切片を工夫して求められないかな？ 

Ｓ：グラフを延長してみます。 

Ｔ：延長するってどういうことですか？ 

Ｓ：グラフと座標軸を延長すると，切片は 10 であることが分かります。 

Ｓ：傾きは－２だから，式は y＝－２x＋10 だね。 

Ｓ：わたしはグラフが通る点の座標を表に整理して，x＝０のときの

y の値と，変化の割合を考えました。 

x 0  1  2  3  4  5  6   

y 10    8   6  4  2  0  2   

Ｔ：グラフを延長したり，表に整理したりするというのは，よい発想ですね。でも，この方法

は，いつでも使えるかな？ 

Ｓ：切片がもっと大きかったら，この方法で調べるのは大変そうだね。 

Ｔ：これまで学んだ方法を使って，グラフを延長しなくても式を求められないかな？ 

Ｓ：グラフが点（２，６）と（３，４）を通っているから，１次関数の式 y＝ax＋b に代入す

ればいいんじゃない？ 

Ｓ：そうか，連立方程式を解いて a，b を求めればいいね。 

Ｔ：なるほど。他にもあるかな？ 

Ｓ：さっきの２点の座標から，傾きが－２になることが分かるね。 

Ｓ：そうか，a＝－２であることはグラフを見れば分かるから，y＝－２x＋b となるね。 

点（２，６）を通るから，x＝２，y＝６を代入して b を求めてもいいね。 

Ｔ：２点の座標が分かっている場合や，傾きと１点の座標が分かっている場合の求め方は，す

でに学習していましたね。違いは何ですか？ 

Ｓ：点の座標や傾きを自分で読み取る必要があるだけで，考え方は同じだね。 

【正答率：26％】 
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